






















































Tradition of the Folk Entertainment in Mima-shi:
Shishimai in Hirotana































9 月、松江市で開かれた第 10 回中国四国地区民
俗芸能大会に徳島県の代表として参加し、激しく
勇壮な獅子舞として高く評価されている。毎年
10 月 15 日の野村八幡神社の秋祭りには神興の供
として町内を舞っている。「夏子」では 10 月 10
日～ 20 日まで春日神社など数社を回って奉納、
「清水」では秋祭りに清水の琴平神社など 3 ～ 4
社に獅子舞を奉納、「広棚」では、10 月 27 日、
11 月 25 日に地区の神社に、そして大滝山の祭に
も奉納している。「広棚」の獅子舞は天狗の面を
つけた者が獅子に戯れるのでおもしろい舞として


















代から 80 代）で、獅子 1 頭（頭に１名、尻に 1 名）










































　獅子舞は獅子 1 頭（頭に 1 人、尻に 1 人が入り計
2 名）、天狗 1 名、太鼓 2 名、鉦 3 名で構成される。


















は♩ =125 前後である。（譜例 2）
③　譜例 3 の場面では、獅子が背中を大きく立てて
舞う。獅子が背中を立てるタイミングで譜例 3 の 4
小節目のように太鼓が強く叩いた後、リズムが変化













































面から鳴り物の速さが♩ =145 から♩ =160 前後ま
でだんだんと速くなり、天狗、獅子ともに動きが激
























告書』（平成 10 年 3 月　徳島県教育委員会）による
と、今回取り上げた広棚地区が属する美馬市の民俗
芸能は、獅子舞 9 件、採物踊 3 件、お練り 11 件、

























図 2　 Google マップより引用
譜例 1 ～ 9   執筆者採譜
写真 1 ～ 7   徳山直人氏撮影 DVD より執筆者編集
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